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(3) 鋸歯 (のこぎりは)型ホーム (図ー1(3)) 長方形型の線路

ßIIJを鋸の歯の形に造り 1 鋸歯ごとに&<卸総を設けたものであ

る。階段型と同様の利便があり ， さらに長方形型 ・ 階段型より

荷役而僚を広くとれる便利がゐる。

3 貨物flt íl'!1織のt/II.it (一般)

(4) 術担(くしがた)ホ ー ム (凶ー1(4)) 長方形型のホ ー ムか

ら舌のよう に尖きl1\た数本の短い術役場の岡山IJに獄創l線を設け

る方法である。手1)点は貨lJIからい ったん術役溺へ貨物を取飼l し

獲JlJlの上， 反対似IJの貨車へ足数が少なくて貨物を献換えること

ができる。小口中継の多い駅に適する。しかしホー ム上での貨

物の小.illi綴距離が長 く ，荷役場の大きい割に貨物留位面積が狭

すぎるのが欠点である。

2 貨物欲卸

i劫の j羽途による

分野i

(1) 貨物ホー

ム 一般鰍 1~の

mOilげ目のもので，

~~在11荷役をする

ærmが貨111の床

iúi とほぼ|司じも 4. 貨物船創l 泌

の，すなわち僚主11線の軌条涜i上 960 mm， ただし小口扱， 宅敬

司ï- 111 のものは 1 ，020 mm の日さとし，通路側の111 さは主としてト

ラ ッ F を使用する大中駅の場合は 900- 1 ，OOO mm ， 荷馬車等が

多く 使用される小駅の場合は 600-900 mm とな っている。

また貨物ホームの幅員は貨物の取扱数:Ill:によ って異なりおお

むね 5.5- 1 2.0 m としているが，近米 フォ- ?リ フ ト 等儀械荷

役が発注しつつあるので1祈次広い術品が製求されている。

1~物ホームは依釘l荷役に手事，フォーク リ フ ト等を使用する

ので，床前lは原則として水平に告!i裟する。

?必 J:Hや日光の直射をいとう貨物をI民放うところには上家を設

け，これを上家内ホ ー ムと 呼び， 鴻在1 ・ 日光[江射をいとわない

)ii (iれ宇を取扱う とこ ろには上家を設けないから， これを上家外

ホームまたは荒荷ホー ムとも呼ぶ。また荒荷ホームはjfu平の場

合もある。

貨物ホームの能力は， 全幅員からiflH稿用として 2 m を減じた

残りの有効胴長に長さを采じた間般に， つぎに定める 1m' 当 り

の級ト γ数を采じて， 算出したものを 1 日当りの能力 と する。

小口敏 O.2t，小口混載 O.3t ， 111扱上家内 O.4t，平扱上家外 O.3 t

貨物ホ ーム の長さはあまり 長いのは入j炎上難点があるので，

i此長は 100 m くらいであるが，地形 ・配線上これ以上長く しな

ければならないときは， fWßil抑止とネílìWJ飢との聞に亙(わた り)線

を入れるべきである。

(2) 縦ホーム 自動車等の車両:mを t~ lliに際的lする場合に使

HJするもので，その車両の!IlIJ力に よ っ て自走させて， 81仰をす

るのに使幸1)なよ

うに造 った特殊

のホ ームである。

政釘l似の末端に

線路方向に接し

て造り，阿さは

軌条面上 1 ，020

mm とし， 備員

は4- 5 m，床面

の水平部の延長

はJik小 5 m ， J夜付 5. 縦ホ ー ム

勾配(こうばい)はよを際準とする。なおW111を入れる際，:I:'t事
10 

ならびにホーム を損傷しないように防護設仰を裂し，また政在11

の際貨車の移動を~けるため車止に証l!給総を取付け る。

(3) 地平積卸場 荒荷 ・ 散荷(ばらに)則のもので般的l総の枕

木上聞とほほ.同ーの145 さ磁皮のものを L 、う。主として木材，W:

柱，石材~f，の荒利~f ， または砂手1)，砂， 石炭M';の散布Iのl反釘lに汗j

いるので， 荒荷ホーム，散荷ホーム とも l呼ぶ。 散荷絡線路内に

くずれ込むのをlYï ぐため ， j針止栂(くずれとめさく)を設ける

のがよい。またP レ ー ソその他機械により駅在11する場合には高

いホームを必裂としなし、から， このホー ムで取扱うのが多し、。

幅只は散布Iホームの場合は 6.0m ， 荒荷ホームの場合 6.0- 10.0

m とする。 能力は貨物ホームと同様全幅員から 2.0 m 減 じたも

のに長さを乗じたiìii lï!1に，つぎに定める 1 m ' 当り の扱ト γ数

をかけて;p出したものを， 1 日 当りの能力 と する。

1放物専用 0.3 t ， その他の場合 0.2 t。

(4) 直扱ホーム 1~IIIにトラックやトレーラ ーを付けてI副委

に貨物の~\換を

行う ホ ームで術

役il~率の l向上，

荷役~'l.の節減の

効果がある。雨

天でも平常と同

級作業能率をあ

げるために， 師

A全体を磁う 全

車桜上2択を必要

とし ， なお上家 6. U在扱ホーム

柱悩1はトラッ 9 ~~~の w入に支障しないよ うに考えるこ と ， また

線路 ßIIJ も t~ IIIの戸 口 をふさがないよう積卸似の外 {ltIJに設けるの

がよい。 トラック床而と貨車床面とが同町となるようホーム商

を定めることが必裂である。

(5) 鮮魚ホーム 鮮:((~の fì~釘l専用のものをし、う。したがって

漁港，または大j自民地付近で、鮮魚獄事の大取扱駅に設けられる。

鮮魚を漁船から貨111!':t(みし，また到着地で貨車産11 しする場合，

一時に多数の貨lJIが出入しかっ迅速に獄飼lの嬰あるためfi3:扱ホ

ームを最適とする。ただしこの場合は線路敷， flt飼l場傾只とも

に コ ン クリート舗装し， 水道 ・ 排水設備を先制Iiしなければなら

ない。

(6) 家事ホーム も っぱら牛馬等の積在11のために設けるホー

ムをしづ。したが っ てこれら家務の大集散地の以に設けられる。

ホーム而と仰床開とは同高とし，かつ通則帆士程度の勾配
(こうばい)で巡E名前とホーム商 と を取付け，牛馬の歩行に支障

しないようにすること ， また場合によ っては水飲助，盟書留(け

いりゅう)設備， 汚物処理設備を設ける必要がある。

(7) 水扱ホーム 貨車から船へ， 紛から貨111へm在11するため
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